
3 月 9 日（日）10：00～15：30  

きららの杜とちぎ蔵の街楽習館  

来場者約 1,800 人 

60 団体をこえる出展者が集まり、屋外にはキッチンカーが来て、大いに盛り上がりました！

『地域の歴史と文化大集合展』と『障がい福祉にふれてみよう』の 2 つの実行委員会企画も好評

でした。この日のために準備してくださった皆さん、本当にありがとうございました🌸 

当日の様子は５月号に掲載します。 

出展者の声 

同好の士が集まっていたため、情報交換が活発に行わ

れ、とても良い雰囲気でした。メンバーも楽しんでいた

ようです。／参加団体も多く、それぞれの活動の発表の

機会を与えられて張り切っていた様子が見られました。

／障害がある方との共生社会の実現をテーマにした企画

力も素晴らしいと、とても感動しました。 
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Facebook X Instagram 

くららの SNS 

レポート くららフェスタ 

障がい福祉にふれてみよう「ふれあい交流会」 

登録更新のお知らせ 

次の登録番号の団体は、登録更新の年となり

ますので更新手続をお願いします。 

0001 ～ 0213  0311 ～ 0335  0371 ～ 0396 

0427 ～ 0454  0474 ～ 0508  0530 ～ 0550  

0569 ～ 0585    0598 ～ 0603    0624 ～ 0639 

3 月中にお送りした登録申請書等の書類に必要

事項をご記入のうえ、5 月 1 日までにくららに

お持ちいただくか、郵送・メール・FAX でご

提出ください。ロッカー・メールボックスを

ご利用の団体は、更新手続をお願いします。 

 

くららで話そ！ 

（仮）生活の発見会の柴崎さんと話そ！ 

森田療法や発見会活動について

お話しします。今回は「自然に

服従し、境遇に従順なれ」 

（森田の教えの一つ）を中心に 

お話ししようと思います。 

ゲスト：生活の発見会 柴崎孝さん 

日 時：4⽉25⽇（金）18：00～19：30 

場 所：きららの杜とちぎ蔵の街楽習館 

1 階交流スペース 

 

くららフェスタ２０２５を開催しました 

 



くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

「くららで話そ！」
報告   

                                        

助成金情報 

「開発途上国・ 地域の人びとの貧困削減や生活改善・向上に貢献する活動」及び「日本国内の多文化 

共生社会の構築推進、外国人材受入れ支援に関する活動」を支援します。 

対象団体：非営利団体（法人格の有無を問わない）  

助 成 額：上限 100 万円  

応募締切：2025 年 4 月 25 日（金）  

問 合 せ：国際協力機構（JICA） TEL 029-838-1111（筑波センター） 

問 合 せ：樫の芽会 TEL 03-3222-6481  

 

独立行政法人国際協力機構（JICA） 

世界の人びとのための JICA 基金活用事業 

子どもたちが生活環境などに左右されることなく、幅広い「まなび」や豊かな体験活動を通して、主体 

性や社会性を高めたり、心身を育んだり、自己肯定感を培う環境をつくることを支援します。 

対象事業：子どもが遊び・活動や、新しいもの・未知のものに触れたり、まなんだりすることで、子ど

もの権利保障が期待される事業 

対象団体：NPO 法人、一般法人（非営利型）、公益法人、社会福祉法人、任意団体などの非営利団体 

助 成 額：50 万円～150 万円（最大 5 団体） 

応募締切：2025 年 4 月 13 日（日） 

問 合 せ：セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン Mail japan.cn@savethechildren.org 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

セーブ・ザ・チルドレン まなび・体験ファンド 

第 330 回 お正月は過ぎたけどカルタで遊ぼう！ 3 月 17 日（月）18：30～20：00 

今回は、「とちぎご当地方言かるた」と「下野かるた」でカルタ大会を行いま

した。かるたはポルトガル語が由来で日本語で言うと厚紙を意味するなど、早

速参加者からウンチクが飛び出しました。今回のカルタ大会では他の参加者か

ら「へぇ～」と言わせるような雑学を披露した方には、座布団一枚的な感じで

カルタを 1 枚渡すという特別ルールつきでした。方言かるたは、聞いたことの

ないような方言やどうやって使うの？という言葉の数々に悪戦苦闘していまし

た。読み札の CD 音源を聞くと、まるで英語のリスニングを聞いているかのよ

うな感覚になりました。下野かるたは、栃木県内各地の名所の見どころを解説

つきで楽しむことができました。「今度ぜひ行ってみたい」という声が聞かれ

ました。終了後も余韻にひたりながら、今度はかるたをつくってみたいな～と

いう話になり、「栃木市のニッチなところを巡るかるた」や「栃木市のデート

スポットを思い出とともにかるた」にするのはどうかという話で盛り上がりま

した。第 2 弾もあるかも…？ 

ました。第 2 弾もあるかも…？ 

 



 

幸来橋の会 

栃木蔵の街ブルーライトアップ開催！！ 
 

毎年、自閉症啓発デー、発達障害啓発週間に合わせ

て Light It Up Blue という活動が全世界規模で行わ

れています。この青い光のリレーはどなたでも参加

できます。そして一つ一つの青い光を集めて栃木市

蔵の街をブルーの光で埋め尽くしましょう。 

日 時：4 月 5 日（土）・6 日（日） 

18：00～20：00（ブルーライトアップ） 

場 所：幸来橋付近  

内 容：音楽ライブ 4/5（土）13 : 00～15 : 30 

物販・クラフト 4/5（土）11：00〜16：00  

★ブルーランタン作り ★すぎのこ会 

けやきの家 おむすびーず・野菜の 

販売 ★なすびの里 パンの販売 etc 

 

西方音楽館友の会 

     親子のための音楽会 
 
美しい音楽と、親子で触れ合うわらべうたで、 

格別なひと時を過ごしませんか？ 

日 時：5 月 3 日（土）11：00～11：45  

場 所：西方音楽館木洩れ陽ホール＆馬酔木の蔵 

定 員：20 名 ※要予約 

参加費：0 歳児～2 歳児 500 円 

    3 歳児～大人 1,000 円（大人だけの参加も可） 

問合せ：西方音楽館 

TEL 0282-92-2815 

    

登録団体からのお知らせ・イベント情報 

 『栃木ひいらぎ』 

 書き損じはがき回収キャンペーン 
 
皆さんから寄付いただいた未使用ハガキをはがきや

切手と交換して必要な方に買ってもらうことや、 

寄付いただいた未使用切手や未使用テレカを換金す

ることで得た益金を、ユネスコを通して寄付してい

ます。寄付先は、ユネスコの新しいプロジェクト「災

害子ども教育支援募金」です。災害で被災した高校生

の支援に活用されます。 

問合せ：栃木ひいらぎ  

TEL 0282-24-5305（日向野） 

NPO法人岩船山クリフステージ 

     クリフステージ♯22 
 
人気アーティスト May J. & 鈴木亜美 が出演する 

特別なステージをお見逃しなく！ 

日 時：5 月 11 日（日）14：00～20：00  

場 所：岩船山 

参加費：S 席：8,000 円  テーブル席：48,000 円 

問合せ：岩船山クリフステージ 

    TEL 0282-55-6988 

 

ネットワークとちぎ     

栃木商人の『蔵』めぐり 

～蔵の魅力を再発見～ 

① 蔵を公開します  

開館時間中自由に見学できます（無料） 

4/26（土）・27（日）・29（祝）・5/3（土）  

② 上記期間中毎日「蔵見学ツアー」を行います 

13：00 とちぎ歌麿交流館集合（〜15：00） 

各日 20 名 事前申込不要 

問合せ：ネットワークとちぎ 

TEL 0282-22-1093（星野） 

大平わいわいテラス 

    SAKURAフェス２０２５  
 
かかしの里の夜桜って見たことある？ 

日 時：4 月 5 日（土）12：00～ 

場 所：かかしの里 

内 容：夜桜 JAZZ、飲食ブース、スタンプラリー等 

12：15～スーパーキッズホップステップジャンプ 

12：45〜Tami（たみ）-タップダンス 

13：30～SAWATAMA-ピアノとベースのユニット 

14：10〜アンちゃん's-アコースティックトリオ 

16：00～夜桜 JAZZ  

問合せ：大平わいわいテラス 

    waiwaiibento@gmail.com 



レポート  くららフェスタ２０２５「ふれあい交流会」（くらら利用者協議会企画） 

くらら利用者協議会の役員会では、今年度のテーマを「障がい福祉」とし、福祉施設の視察研修などを行って

きました。そして、今年のくららフェスタでは「障がい福祉にふれてみよう」というブースをつくることになり、

様々な障がい福祉に関係する団体が集まる中で、私たちも「ふれあい交流会」を企画しました。障がいを抱える

方の暮らしを知り、私たちにできることを考えていく機会となるように、市内に住むピアサポーター3 名と相談

支援専門員の大橋進さんをお招きしお話を伺いました。ピアサポートとは、自ら障がいや病いの経験をもち、そ

の経験を活かしながら同じような経験をしている方達を支援することです。 

交流会の前に、障がいのイメージについて参加者の声を集めるためにフェスタの会場内を私たちでまわり、来

場者や出展者にアンケートを行いました。たくさんの方が答えてくださった回答の中には「障がいを個性と捉え

る」という意見や「困っている人」・「大変な苦労をされている」というような意見がありました。交流会ではは

じめに大橋さんからミニレクチャーがあり、その中で障がいと一口にいっても様々な捉え方があるということが

説明されました。次にトークセッションでは、ピアサポーターの方の実体験や実際の暮らしについてお話を伺い

ました。病いによって、自分のやりたいことができなかったり、思うように仕事ができなかったりと様々な経験

をされながらも、障がいを抱えながら自分らしい暮らしを取り戻されてきたお話を伺いました。その中でも「自

分が自分の一番の理解者になった」また、自身の経験を活かし同じような経験をしている方と話すことで「他者

を助けることは自分自身のためにもなる」との言葉が聞かれ、障がいに対する新たな見方の示唆が得られました。 

さて、たくさんの市民活動団体がくららを利用しながら活動しています。私たちが障がいを抱える方達と共に

活動するためには、どんなことが必要でしょうか。「参加するにあたって、してほしいことがあったら教えてくだ

さい」と、障がいを抱える本人にお聞きすることが大切だと大橋さんはおっしゃいました。どのような配慮があ

れば参加でき、一緒に活動できるのかを本人に確かめ、対話を通じた相互理解の大切さがこの交流会で見えてき

ました。当事者の方の実際の声にふれることで、その先にある未来への期待を感じた大変貴重な交流会でした。 

市民活動に多様な困難を抱えた人も参加できれば、持続可能な組織としてもさらに発展していける可能性があ

ると思います。異分野の活動に触れる機会を多くつくっていくことで、活動に厚みと幅の広がりがもてるよう、

また、団体同士が連携・協働していけるようこれからもくららではサポートしてまいります。 

 

開館時間 月～土 10：00～21：00 日・祝 10：00～17：00 

休 館 日 水曜日・年末年始  

〒328-0016 栃木県栃木市入舟町６-８ きららの杜とちぎ蔵の街楽習館内 

TEL 0282-20-7131 FAX 0282-20-7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 

春になると何か新しく始めたいと思う方も多いでしょう。どんなことをしようか

と考えるのはとても楽しいことですよね。思い立ったが吉日何か行動に移してみ

るといいかもしれません。くららに行くというのも選択肢の一つですよ～（大塚） 

 

とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、 

さまざまな分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集・発信の場として活用されています。 

※くららは、NPO法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています 
編集後記 

登録団体数：２４６団体 

会員数：２１,０２８名 

（令和 7年 4月 1 日時点） 

mailto:kurara-tochigi@cc9.ne.jp
http://www.kurara-tochigi.org/

